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規格は生きもの 

1GHz 超のエミッション測定は国際規格 CISPR 16-2-3 で基本測定法が規定されています。初版が

制定された時は、試験品からの放射源は点放射源であったかと思います。2018 年度に改訂された時に

は、その考え方に変化があったようで放射源は指向性を有する様な内容に変化していました。規格は生

きものですから実情に合わせた変化なのでしょう。 

 

受信アンテナにホーンアンテナを使用する 

1GHz 超のエミッション測定には、受信アンテナにホーンア

ンテナが用いられます。一般的には広帯域な特性を有する DRG 

(Double Ridged Guide)アンテナが用いられている場合が多い

です。広帯域なのは良いのですが周波数が高くなると 3dB ビー

ム幅はどんどん小さくなっていくのが特徴です。 

 

包含領域と言われても 

CISPR 16-2-3 で 1GHz 超の測定で最

もインパクトがあったのは、EUT ボリュー

ムは使用する受信アンテナの 3dB ビーム

幅に包含されていなければならないという

点です。包含される範囲は 3dB ビーム幅

と EUT ボリュームと受信アンテナとの距

離から計算できますが、6GHz までであれば測定距離 3.0m であれば概ね 1.5ｍ幅は包含できますが、

18GHz までとなると 3dB ビーム幅が非常に小さいため、測定距離を離す以外に包含される範囲を広

くする方法は無く、一方で距離を離すと測定感度が不足すると言うジレンマが発生し対応が非常に厳し

くなってしまったのを覚えています。 

 この内容はテストボリュームを決定する場合にも適用されるので、使用している受信アンテナのビー

ム幅と包含される領域を確認しておくことが重要です。 

 

今後の展開 

CISPR では 5G 通信の普及を睨み 44GHz までの測定を標準化する作業を開始しています。机上理

論の正しさだけでなく、実際の測定で生じる問題点にも焦点を当てながら進めて頂きたいものです。そ

れをサポートするために、我こそはと思われる方は当センターの EMC 専門委員会を活用して検討いた

だければ幸いです。 

 

 


